



































2.2.1	 「確かに」の意味分析（森本 1994；安達 1997）	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III.  論文要旨	 
 















































































に認識の変化ある Aタイプと，発話者に認識の変化のない Bタイプ，の 2
つである。	 
	 


















































A：	 X	 [p]	 
B：	 X’	 [確かに p／もちろん p]	 


































表 1	 「確かに」と「もちろん」の共通点と相違点	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